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　お母かあさんになつた小鳥ことりが木きの上うへの巣すの中なかで卵たまごをあたためてをりました。するとまた今日けふも牝牛めうしがその下したへやつて來きました。

「小鳥ことりさん、今日こんにちは。」と牝牛めうしがいひました。

「まだ卵たまごは孵かへりませんか。」

「まだ孵かへりません。」と小鳥ことりは答こたへていひました。

「あなたの赤あかちやんはまだですか。」

「だん〳〵お腹なかの中なかで大おほきくなつてまゐります。もう十日とをかもしたら生うまれませう。」と牝牛めうしはいひました。

　それから小鳥ことりと牝牛めうしはいつものやうにまだ生うまれてゐない自分じぶんたちの赤あかん坊ばうのことで、自慢じまんをしあひました。

「牝牛めうしさん、聞きいて下ください。私わたしの可愛かはいい坊ばうや達たちはね。きつと美うつくしい瑠璃色るりいろをしてゐて、薔薇ばらの花はなみたいによい匂にほひがしますよ。そして鈴すゞをふるやうなよい聲こゑでちる〳〵と歌うたひますよ。」

「私わたしの坊ばうやはね、蹄ひづめが二つに割われてゐて、毛色けいろはぶちで尻しつぽもちやんとついてゐて、私わたしを呼よぶときは、もう〳〵つて可愛かあいい聲こゑで呼よびますよ。」

「あら可笑をかしい。」と小鳥ことりは笑わらひをおさへていひました。

「もう〳〵が可愛かあいい聲こゑですつて。それに尻しつぽなんか餘計よけいなものよ。」

「何なにを仰有おつしやるのですか。」と牝牛めうしも負まけずにいひました。

「尻しつぽが餘計よけいなものなら、嘴くちばしなんかも餘計よけいなものよ。」

　こんな風ふうに話はなしをしてゐたら、お終しまひには喧嘩けんくわになつてしまひませう。ところが喧嘩けんくわにならない前まへに、一匹ぴきの蛙かへるが水みづの中なかからぴよんと跳とび出だして來きました。

「何なにをそんなに一生いつしやうけんめいに話はなしていらつしやるのですか。」と緑色みどりいろの蛙かへるは聞ききました。そして、牝牛めうしと小鳥ことりからそのわけを聞きくと、蛙かへるは眼めをまんまるくして、

「それは大變たいへんよ。」といひました。何なにが大變たいへんなのか牝牛めうしと小鳥ことりが心配しんぱいさうにきくと、蛙かへるはいひました。

「あなた方がたは赤あかちやんがもうぢき生うまれるといふのに、子守歌こもりうたを習ならひもしないで、そんな暢氣のんきなことを言いつていらつしやる。」

　牝牛めうしと小鳥ことりは、どうしてこんなにうつかりしてゐたのでせう。早速さつそく子守歌こもりうたを習ならはなければなりません。ところで誰だれに習ならつたものでせう。

「ぢやあ、私わたしが教をしへてあげます。」と蛙かへるがいひました。牝牛めうしと小鳥ことりは大變たいへん喜よろこんで、蛙かへるに子守歌こもりうたを教をしへて貰もらひました。

　けれども、こんなにむづかしい子守歌こもりうたはありません。とてもむづかしくて牝牛めうしと小鳥ことりはちつとも覺おぼえられませんでした。それはかういふ子守歌こもりうたでした。
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　牝牛めうしと小鳥ことりは、一生いつしやうけんめいに習ならひましたが、それでも覺おぼえられないのでお終しまひにはいやになつてしまひました。けれど蛙かへるが、「子守歌こもりうたを知しらないでどうして赤あかん坊ばうが育そだてられませう。」といひますので、また元氣げんきを出だして、「げつ　げつ　げつ」と習ならふのでした。そしてそれは夕方ゆふがた、風かぜが凉すゞしくなる頃ころまでつづきました。


底本：「校定　新美南吉全集第三巻」大日本図書

　　　1980（昭和55）年7月31日初版第1刷発行

　　　1992（平成4）年2月25日第4刷発行

初出：「幼稚園と家庭　毎日のお話」育英書院

　　　1936（昭和11）年11月15日

※「可愛かはいい」と「可愛かあいい」の混在は底本の通りです。

入力：Juki

校正：富田倫生

2012年5月24日作成

青空文庫作成ファイル：

このファイルは、インターネットの図書館、青空文庫（http://www.aozora.gr.jp/）で作られました。入力、校正、制作にあたったのは、ボランティアの皆さんです。
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